
(57)【要約】

【課題】　特別なスペースを設ける必要がなく、美観を

損ねることもない、トイレ室を多機能空間（例えば更衣

室）として機能させ得る手段の提供。

【解決手段】　便蓋及び便座を有する洋式便器に取り付

けるための物品搭載用蓋であって、前記便蓋上に開閉可

能に取り付け可能な、ユニバーサルデザインに適合した

物品搭載用蓋。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 蓋 及 び 便 座 を 有 す る 洋 式 便 器 に 取 り 付 け る た め の 物 品 搭 載 用 蓋 で あ っ て 、 前 記 便 蓋 上
に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け 可 能 な 、 平 面 状 、 凹 面 状 若 し く は 波 状 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に 係
る 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 、 物 置 台 と し て の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 の 物 品 搭 載 面 の 外 縁 に 突 起 部 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ３ 】
　 情 報 媒 体 を 固 定 可 能 な 枠 体 を 裏 面 側 に 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 洋 式 便 器 に 対 し て 着 脱 可 能 な タ イ プ 又 は 固 定 的 な タ イ プ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 便 蓋 及 び 便 座 を 有 す る 洋 式 便 器 に お い て 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載
用 蓋 を 、 前 記 便 蓋 上 に 開 閉 可 能 に 備 え た 洋 式 便 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 公 衆 ト イ レ 等 の ト イ レ 室 を 多 機 能 空 間 （ 例 え ば 、 更 衣 室 や 手 荷 物 置 き 場 ） と
し て 機 能 さ せ 得 る 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に も 適 合 し た 洋 式 便 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 代 の 都 市 生 活 者 に と っ て 、 時 と 場 所 に 合 わ せ て 、 そ の 場 所 に あ っ た 着 こ な し 、 そ の 場
に ふ さ わ し い 身 な り を す る こ と は 、 洗 練 さ れ た ラ イ フ ス タ イ ル で あ る 。 一 日 の ス ケ ジ ュ ー
ル の 中 で 、 カ ジ ュ ア ル ウ ェ ア か ら ビ ジ ネ ス ウ ェ ア に 、 更 に は ド レ ス ア ッ プ ・ フ ォ ー マ ル ウ
ェ ア へ の 変 身 を 上 手 に 行 う こ と で 、 ま た は カ ジ ュ ア ル ウ ェ ア か ら ス ポ ー ツ ウ ェ ア に 着 替 え
る こ と で 、 本 人 の 好 イ メ ー ジ が 演 出 で き 、 あ る い は そ の 日 の 活 動 の 幅 に 広 が り が 出 来 る 。
そ こ で 、 外 出 先 で 人 の 目 を 気 に せ ず に 衣 服 を 着 替 え た り 、 旅 行 か ば ん の 中 身 を 入 れ 替 え た
り す る た め の 更 衣 室 が 必 要 と な る 。 と こ ろ が 現 実 に は 、 駅 ・ 公 園 ・ 学 校 ・ オ フ ィ ス 等 の 公
共 の 場 に お い て 、 な い し は ホ テ ル ・ レ ス ト ラ ン ・ 劇 場 等 の 行 楽 の 場 に お い て も 、 更 衣 室 が
施 設 内 に 設 置 さ れ て い る こ と は 極 め て 稀 な ケ ー ス で あ る 。 更 衣 室 の 設 置 は 、 施 設 所 有 者 側
に と っ て は 、 レ イ ア ウ ト 上 の 制 約 ・ 建 設 コ ス ト の 増 加 ・ 保 安 上 の 懸 念 等 の 諸 事 情 が あ る た
め 、 そ の 必 要 性 は 認 識 さ れ て い て も 、 結 果 的 に 設 置 が 見 送 ら れ る こ と が 多 い 。 そ の た め 、
公 共 施 設 に お け る 更 衣 室 の 普 及 は 遅 々 と し て 進 ま ず 、 必 要 な 場 合 は 通 常 や む を 得 ず 、 公 衆
ト イ レ が 更 衣 室 の 代 替 と し て 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 公 衆 ト イ レ が 更 衣 室 の 代 替 と し て 使 用 す る 際 は 、 着 替 え や 荷 物 を 清 潔 な 状 態 で
且 つ 安 定 し て 置 く 場 所 の 確 保 が 非 常 に 難 し い 。 ト イ レ の 床 や 便 器 の 上 に 着 替 え や 荷 物 を 置
く こ と は 先 ず 論 外 で あ る 。 一 般 的 に は 、 公 衆 ト イ レ を 更 衣 室 と し て 使 用 す る 場 合 、 当 該 利
用 者 は 、 便 蓋 を 閉 じ て 便 蓋 の 上 面 （ 上 蓋 ） を 物 置 台 と し て 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 便 器 の 上 蓋 を 物 置 台 と し て 使 用 す る に 際 し て は 、 大 別 し て 以 下 の 二 点 の
問 題 が あ る 。 第 一 に 、 便 器 の 上 蓋 は 、 汚 れ や 臭 い の 残 留 イ メ ー ジ に よ る 不 潔 感 が 拭 え ず 、
荷 物 置 き 場 と し て 適 し て い る と は い え な い 点 で あ る 。 便 器 の 上 蓋 は 、 便 器 本 体 に 密 着 す る
こ と 、 上 蓋 に 尿 や 痰 等 の 排 泄 物 が 付 着 す る こ と が 懸 念 さ れ る こ と 、 便 器 か ら 糞 尿 臭 が 移 る
こ と が 懸 念 さ れ る こ と 、 上 蓋 に 靴 等 の 汚 物 を の せ る こ と が 懸 念 さ れ る こ と 等 の 理 由 に よ っ
て 不 潔 感 を 払 拭 す る こ と は 難 し い 。 す な わ ち 、 便 器 の 上 蓋 を 荷 物 置 き 場 に 使 用 す る こ と は
、 清 潔 さ が 保 て ず 、 非 衛 生 的 で あ る 。 第 二 に 、 便 蓋 の 形 状 ・ 強 度 ・ サ イ ズ 等 は 、 単 に 便 器
の カ バ ー と し て の 機 能 や 外 観 の み が 考 慮 さ れ 設 定 さ れ て い る た め 、 当 該 用 途 に は 一 般 に は
適 合 し て い な い 点 で あ る 。 例 え ば 、 見 た 目 が シ ン プ ル で 清 潔 な 感 じ が す る と い う こ と も あ
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っ て 、 便 蓋 の 上 面 に は や や 曲 面 を 有 し て 柔 ら か い 感 覚 の デ ザ イ ン が 施 さ れ る 結 果 、 便 蓋 の
表 面 は つ る つ る し た 平 滑 な 面 に な っ て い る の が 通 常 で あ る 。 そ の た め 、 便 蓋 の 上 面 は 非 常
に 滑 り や す く 、 便 蓋 の 上 に 物 品 を 置 く に は 大 変 不 便 で あ る 。 ま た 、 サ イ ズ 的 に も 、 基 本 的
に は 便 器 本 体 を 覆 う 程 度 の 、 物 品 を 置 く に 適 し た 大 き さ で は 必 ず し も な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 状 況 下 、 公 衆 ト イ レ を 更 衣 室 と し て 利 用 し や す く す る た め の 従 来 技 術 と し て
、 ト イ レ 室 に 収 納 式 更 衣 台 を 設 置 す る 等 の 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ８ ０ ５ ８ ３
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 構 成 で は 、 ト イ レ 室 の 側 面 に 収 納 式 更 衣 台 を 設 置 す る
必 要 が あ る た め 、 収 納 式 更 衣 台 を 開 か せ る た め の 余 計 な ス ペ ー ス が 必 要 、 ト イ レ 室 の 美 観
（ ト イ レ 室 の 各 構 成 部 材 が 有 機 的 一 体 性 を も っ て 織 り 成 す 美 観 ） を 損 ね る 、 等 の 別 の 問 題
が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 後 者 と の 関 連 で は 、 近 年 、 製 品 開 発 や 様 々 な 環 境 の 構 築 に お い て 、 「 ユ ニ バ ー サ ル
デ ザ イ ン 」 と い う 概 念 が 提 唱 さ れ て い る 。 こ こ で 、 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 」 と は 、 「 で
き る だ け 多 く の 人 が 利 用 可 能 で あ る よ う に 製 品 、 建 物 、 空 間 を デ ザ イ ン す る こ と 」 と 定 義
さ れ て い る 設 計 思 想 で あ り 、 こ の 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 」 の 観 点 か ら 重 要 な 原 則 は 、 誰
に で も 公 平 に 使 用 で き る こ と 、 使 い 方 が 簡 単 で 直 感 的 に わ か る こ と 、 必 要 な 情 報 が す ぐ に
理 解 で き る こ と 、 等 で あ る 。 こ の 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 」 は 、 特 に 、 公 衆 ト イ レ 等 の 公
共 施 設 に お い て 社 会 的 に 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 特 別 な ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が な く 、 美 観 を 損 ね る こ と も な く 、 更
に は ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に も 適 合 し た 、 ト イ レ 室 を 多 機 能 空 間 （ 例 え ば 更 衣 室 ） と し て
機 能 さ せ 得 る 手 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 （ １ ） は 、 便 蓋 （ 便 蓋 ３ ０ ） 及 び 便 座 （ 便 座 ２ ０ ） を 有 す る 洋 式 便 器 （ 洋 式 便 器
１ ） に 取 り 付 け る た め の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） で あ っ て 、 前 記 便 蓋 （ 便 蓋 ３
０ ） 上 に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け 可 能 な 、 平 面 状 、 凹 面 状 若 し く は 波 状 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ
せ に 係 る 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 、 物 置 台 と し て の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 （ ２ ） は 、 前 記 蓋 の 物 品 搭 載 面 の 外 縁 に 突 起 部 （ 物 品 落 下 防 止 手 段 ４ ２ ） を 更 に
有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 （ ３ ） は 、 情 報 媒 体 を 固 定 可 能 な 枠 体 （ 情 報 媒 体 固 定 手 段 ４ ４ ） を 裏 面 側 に 有 す
る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 （ ４ ） は 、 前 記 洋 式 便 器 （ 洋 式 便 器 １ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な タ イ プ 又 は 固 定 的 な
タ イ プ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 （ ５ ） は 、 便 蓋 （ 便 蓋 ３ ０ ） 及 び 便 座 （ 便 座 ２ ０ ） を 有 す る 洋 式 便 器 （ 洋 式 便 器
１ ） に お い て 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 （ 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ ） を
、 前 記 便 蓋 （ 便 蓋 ３ ０ ） 上 に 開 閉 可 能 に 備 え た 洋 式 便 器 （ 洋 式 便 器 １ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 本 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 及 び 本 明 細 書 に お け る 各 用 語 の 意 義 に つ い て 説 明 す
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る 。 「 物 品 」 と は 、 有 体 物 一 切 を 指 し 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 洋 服 や 荷 物 を 挙 げ る こ と
が で き る 。 「 物 品 搭 載 用 蓋 」 の 「 蓋 」 と は 、 閉 蓋 状 態 に あ る 便 蓋 （ 便 器 が 不 使 用 状 態 ） の
少 な く と も 一 部 を 被 覆 す る 機 能 を 有 す る 限 り 、 形 状 ・ 大 き さ ・ 材 質 等 は 特 に 限 定 さ れ ず 、
例 え ば 、 便 蓋 の す べ て を 覆 う よ う な 蓋 （ 便 蓋 と 同 等 の 大 き さ の 蓋 の み な ら ず 、 よ り 幅 広 な
蓋 ト イ レ 室 の 横 幅 を 最 大 限 に 使 用 す る 横 長 の 蓋 を も 含 む ） で あ っ て も 、 一 部 し か 覆 わ な い
よ う な 蓋 で あ っ て も よ い 。 更 に そ の 表 面 形 状 は 、 平 面 状 、 凹 面 状 若 し く は 波 状 又 は こ れ ら
の 組 み 合 わ せ に 係 る 形 状 の み で あ っ て も 、 更 に 凹 部 や 、 凸 部 、 波 状 部 等 を 有 し て い て も よ
い 。 尚 、 そ の 表 面 が 滑 り 止 め 機 能 を 有 し て い て も よ い 。 例 え ば 、 そ の 表 面 に 滑 り 止 め 加 工
を 施 し た り 、 表 面 形 状 と し て 波 状 を 選 択 し た り （ 一 部 又 は 全 部 の 表 面 形 状 と し て ） 、 外 縁
に 突 起 部 を 形 成 さ せ た り す る こ と を 挙 げ る こ と が で き る 。 「 突 起 部 」 と は 、 前 記 蓋 の 物 品
搭 載 面 の 外 縁 に あ り 、 当 該 蓋 の 上 に 物 品 を 搭 載 し た も の が 落 下 し な い よ う な 、 物 品 落 下 防
止 手 段 と し て 機 能 す る も の で あ れ ば そ の 形 状 ・ 大 き さ ・ 材 質 等 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば
、 周 縁 部 を 中 央 領 域 よ り も 高 く 形 成 す る よ う 構 成 さ れ て い る も の が 挙 げ ら れ る 。 「 着 脱 可
能 な タ イ プ 」 と は 、 工 具 を 用 い ず 又 は 用 い る こ と に よ り 、 ま た 、 取 付 用 具 （ ネ ジ 、 金 具 等
） を 用 い ず 又 は 用 い る こ と に よ り 、 洋 式 便 器 に 取 り 付 け ・ 取 り 外 し 可 能 な タ イ プ を 指 す 。
「 固 定 的 な タ イ プ 」 と は 、 例 え ば 製 造 段 階 で 洋 式 便 器 に 組 み 込 ま れ る タ イ プ で あ り 、 組 み
込 み 後 は 取 り 外 し 不 能 な タ イ プ を 指 す 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 （ １ ） 及 び （ ５ ） に よ れ ば 、 開 閉 可 能 な 物 品 搭 載 用 蓋 を 便 蓋 上 に 有 す る よ う 構 成
さ れ て い る の で 、 ト イ レ 室 に 収 納 式 更 衣 台 を 設 置 す る 場 合 と 比 較 す る と 、 洋 式 便 器 の 設 置
ス ペ ー ス を 有 効 に 利 用 し た 上 で 美 観 を 損 ね る こ と な く 更 衣 室 の 機 能 を 付 加 す る こ と が 可 能
に な る と い う 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 便 蓋 上 に 物 品 搭 載 用 蓋 を 更 に 付 加 し て い る （ 二 重 蓋 構
造 ） の で 、 例 え ば 便 蓋 を 物 品 搭 載 用 蓋 と し て 機 能 さ せ る 場 合 と 比 較 す る と 、 物 品 を 搭 載 し
た こ と に 起 因 し て 物 品 搭 載 用 蓋 が 仮 に 破 損 し た 場 合 で あ っ て も 、 便 蓋 本 来 の 機 能 （ 便 器 を
閉 蓋 す る と い う 機 能 ） を 損 ね る 事 態 を 招 か な い こ と に 加 え 、 非 常 に 重 い 物 品 を 搭 載 し た 場
合 で あ っ て も 、 物 品 搭 載 用 蓋 の 下 に 存 在 す る 便 蓋 も 当 該 重 み に 耐 え る 部 材 と し て 機 能 し 得
る の で 、 物 品 搭 載 用 蓋 自 身 の 強 度 を そ れ 程 高 め な く て も よ い と い う 効 果 を も 奏 す る 。 ま た
、 物 品 搭 載 用 蓋 の 大 き さ は 任 意 で あ る の で 、 大 き さ を 適 宜 設 定 す る こ と に よ り 、 横 幅 、 奥
行 き の あ る 物 品 を 搭 載 す る こ と が 可 能 と な る と い う 効 果 も 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 （ ２ ） 及 び （ ５ ） に よ れ ば 、 前 記 効 果 に 加 え 、 物 品 搭 載 面 側 （ 上 面 側 ） に 物 品 落
下 防 止 手 段 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 物 品 搭 載 機 能 だ け で な く 搭 載 さ れ た 物 品
の 保 持 機 能 や 落 下 防 止 機 能 を も 発 揮 し 得 る 結 果 、 物 品 が 便 器 か ら 落 下 す る こ と に 起 因 し た
当 該 物 品 の 汚 れ を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 を 奏 す る 。 特 に 、 ビ ン
等 の 丸 身 を お び た 物 品 等 の 落 下 防 止 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 （ ３ ） 及 び （ ５ ） に よ れ ば 、 前 記 効 果 に 加 え 、 裏 面 側 に 情 報 媒 体 固 定 手 段 を 有 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 情 報 媒 体 （ 例 え ば 広 告 ） の た め の 余 計 な ス ペ ー ス を 設 け た
り 、 ト イ レ 室 の 美 観 （ ト イ レ 室 の 各 構 成 部 材 が 有 機 的 一 体 性 を も っ て 織 り 成 す 美 観 ） を 損
ね る こ と な く 、 ト イ レ 室 に 更 な る 一 機 能 （ 情 報 媒 体 提 供 機 能 ） を 付 加 す る こ と が 可 能 に な
る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 （ ４ ） 及 び （ ５ ） に よ れ ば 、 前 記 効 果 に 加 え 、 物 品 搭 載 用 蓋 と し て 着 脱 可 能 な タ
イ プ と 固 定 的 な タ イ プ と が 存 在 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 ま ず 前 者 に 関 し て は 、 既
存 の 便 器 に 設 置 す る こ と が で き る 結 果 、 様 々 な 公 共 施 設 （ 駅 、 デ パ ー ト 、 観 光 地 、 遊 園 地
等 ） に 存 在 す る ト イ レ 室 を た だ ち に 多 機 能 空 間 化 さ せ る こ と （ 普 及 の 迅 速 化 を 図 る こ と ）
が 可 能 で あ り 、 後 者 に 関 し て は 、 便 器 本 体 ・ 便 座 ・ 便 蓋 と 物 品 搭 載 用 蓋 を 全 体 と し て 調 和
さ せ ト イ レ 室 を 多 機 能 空 間 化 さ せ る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 設 計 が 可 能 と な る こ と に 加 え 、
物 品 搭 載 用 蓋 の 盗 難 を 防 止 す る こ と が で き る と い う 効 果 を も 奏 す る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 3134144 U 2007.8.9



【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 を 整 理 す る と 、 本 考 案 に よ れ ば 、 ま ず 、 ト イ レ を 更 衣 室 と し て 使 用 す る 際 に は 、 ト
イ レ 内 部 の 空 間 に 、 誰 で も 扱 い 方 が 簡 単 で 負 担 無 く 、 更 衣 室 と し て の 使 用 に 必 要 な 「 清 潔
で か つ 十 分 に 広 い 平 面 ス ペ ー ス の 確 保 」 が 可 能 と な る 。 そ し て 、 更 衣 室 と し て の 使 用 が 終
了 す れ ば 、 直 ち に 本 来 の ト イ レ に 容 易 に 復 旧 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の こ と は 、 ユ ニ
バ ー サ ル デ ザ イ ン の 実 現 に 必 須 と も い え る 条 件 で あ る 。 ま た 、 更 衣 室 と し て 使 用 し な い 際
に は 、 物 品 搭 載 用 蓋 は 、 好 適 に は 、 壁 に 平 行 に ・ 床 に 垂 直 に 立 っ て い る 。 こ の こ と よ り 物
品 搭 載 用 蓋 の 清 潔 さ は 十 分 保 て る 。 ま た 、 更 衣 室 と し て 使 用 す る 際 に は 、 物 品 搭 載 用 蓋 は
、 そ の す ぐ 下 に 便 器 の 上 蓋 が 便 器 に 覆 い か ぶ さ っ て い る の で 、 便 器 本 体 と の 密 着 は 回 避 さ
れ る 。 し た が っ て 、 こ の 点 か ら も 物 品 搭 載 用 蓋 の 清 潔 さ ・ 清 潔 感 が 十 分 保 て る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 は 、 公 衆 ト イ レ 等 の ト イ レ を 更 衣 室 対 応 型 と す る こ と に よ っ て 、
ト イ レ 空 間 の 有 効 活 用 化 ・ 多 機 能 化 を 可 能 と し 、 ひ い て は 公 共 施 設 に お け る 更 衣 室 の 不 足
を 解 消 す る 非 常 に 有 益 な 考 案 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 に お け る 最 良 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 本 最 良 形
態 は 、 あ く ま で 本 考 案 の 便 器 の 一 例 に 過 ぎ ず 、 当 該 態 様 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
例 え ば 、 本 最 良 形 態 に 係 る 便 器 は 、 便 器 本 体 に 便 座 と 便 蓋 が 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 を 採
っ て い る が 、 便 座 と 便 蓋 が 取 り 付 け ら れ て い る ユ ニ ッ ト を 便 器 本 体 に 取 り 付 け る 態 様 等 も
、 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 の 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ を 具 備 し た 洋 式 便 器 １ を 示 し た 図 で あ る 。 こ こ で 、
洋 式 便 器 １ は 、 主 と し て 、 便 器 本 体 １ ０ 、 便 座 ２ ０ 、 便 蓋 ３ ０ 及 び 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ か ら
構 成 さ れ て い る 。 以 下 、 各 構 成 要 素 を 詳 述 す る 。 尚 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ 以 外 の 構 成 要 素 は
、 従 来 技 術 の そ れ と 同 一 で あ り 、 以 下 で 示 す 構 造 等 は あ く ま で 一 例 と 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 便 座 ２ ０ は 、 便 器 本 体 １ ０ の 開 口 周 縁 部 上 端 縁 に 載 置 可 能 な 形 状 ・ サ イ ズ を 有 す る と 共
に 、 そ の 後 端 部 に は 枢 着 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 便 器 本 体 １ ０ 上 部 後 端 部 に 立 設 し
た 枢 支 部 と 当 該 枢 着 部 と を 枢 軸 で 回 動 自 在 に 枢 着 す る こ と に よ り 、 前 方 に 倒 し た と き 便 器
本 体 １ ０ の 開 口 周 縁 部 に 載 置 状 態 と な り 、 便 座 ２ ０ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 便 蓋 ３ ０ は 、 便 器 本 体 １ ０ の 開 口 部 を カ バ ー 可 能 な 形 状 ・ サ イ ズ を 有 す る と 共 に 、 そ の
後 端 部 に 枢 着 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 枢 支 部 と 当 該 枢 着 部 と を 前 記 枢 軸 で 回 動
自 在 に 枢 着 す る こ と に よ り 、 便 器 本 体 １ ０ 使 用 時 に は 便 蓋 ３ ０ を 立 て て 便 器 本 体 １ ０ の 開
口 部 を 開 放 し 、 不 使 用 時 に は 便 蓋 ３ ０ を 倒 し て 便 器 本 体 １ ０ の 開 口 部 を カ バ ー で き る よ う
に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 考 案 の 特 徴 で あ る 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ は 、 便 蓋 ３ ０ の 全 体 を 覆 う よ う な サ イ ズ 及 び 形 状
の 平 面 体 （ パ ネ ル 体 ） で あ る と 共 に 、 そ の 後 端 部 に は 枢 着 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、
サ イ ズ は 、 横 幅 に 関 し て は 、 ト イ レ 室 の 横 幅 を 最 大 幅 と し て 便 蓋 の 横 幅 以 上 の 横 幅 が 好 適
で あ り 、 奥 行 き に 関 し て は 、 便 蓋 の 奥 行 き よ り 大 き い 奥 行 き が 好 適 で あ る 。 尚 、 サ イ ズ を
ど の 程 度 に す る か は 使 い 勝 手 や 搭 載 対 象 物 品 の サ イ ズ に 応 じ て 決 定 す る 。 物 品 搭 載 用 蓋 ４
０ は 、 平 面 的 な 形 状 の 物 の み な ら ず 、 凹 面 状 の 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋 （ 図
２ ） や 、 波 状 の 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋 （ 図 ３ ） 、 さ ら に は 、 平 面 状 部 分 （
図 中 の ｂ ） と 凹 面 状 部 分 （ 図 中 の a） の 形 状 の 組 み 合 わ せ を 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋 （ 図 ４ ）
を 採 用 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 述 し た 便 座 ２ ０ 及 び 便 蓋 ３ ０ と 同 様 、 当 該 枢 着 部 は
、 便 器 本 体 １ ０ 上 部 後 端 部 に 立 設 し た 枢 支 部 と 枢 軸 で 回 動 自 在 に 枢 着 さ れ て い る （ こ の 機
構 に 関 し て は 後 述 す る ） 。 そ し て 、 物 品 搭 載 時 に は 、 便 座 ２ ０ 及 び 便 蓋 ３ ０ が 閉 じ た 状 態
で 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ を 倒 し て 便 蓋 ３ ０ と 接 触 さ せ る （ 図 ６ 参 照 ） 。 そ の 結 果 、 平 面 体 構
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造 の も の が 略 水 平 状 態 と な る た め 、 物 品 を そ の 上 に 搭 載 し て も 安 定 的 に 保 持 で き る 状 況 が
構 築 さ れ る と 共 に 、 便 蓋 ３ ０ と 接 触 状 態 に あ る た め 、 物 品 が 重 い 物 で あ っ た 場 合 で あ っ て
も 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ と 便 蓋 ３ ０ と が 協 同 し て 当 該 物 品 を 支 持 す る 状 況 が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ は 、 上 面 側 （ 物 品 搭 載 面 側 ） に は 物 品 の 落 下 を 防 止 す る た め
の 物 品 落 下 防 止 手 段 ４ ２ と 、 裏 面 に は 情 報 媒 体 を 固 定 可 能 な 情 報 媒 体 固 定 手 段 ４ ４ と を 有
し て い る 。 以 下 、 こ れ ら 手 段 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 物 品 落 下 防 止 手 段 ４ ２ は 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 上 面 を ト レ ー 状 に 形 成 、 即 ち 、 物
品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 周 縁 部 を 中 央 領 域 よ り も 高 く 形 成 す る よ う 構 成 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ）
。 尚 、 物 品 落 下 防 止 手 段 ４ ２ は 、 物 品 の 落 下 を 防 止 す る 機 能 を 奏 す る 限 り ど の よ う な も の
で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 上 面 を 平 面 状 に 形 成 し 、 そ の 上 面 の 少 な く
と も 一 部 に 突 起 部 を 設 け る よ う に 構 成 し て も よ い （ 図 ８ 参 照 ） し 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 表
面 が 滑 り に く い 加 工 を 施 し た り 材 質 を 用 い た り す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 情 報 媒 体 固 定 手 段 ４ ４ は 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 裏 面 に 設 置 さ れ た 、 情 報 媒 体 を 固
定 可 能 な 枠 体 か ら な る （ 図 ７ 参 照 ） 。 そ し て 、 情 報 媒 体 を 固 定 す る に 際 し て は 、 図 ４ に 示
す よ う に 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ を 直 立 状 態 と し 、 四 つ あ る 枠 体 の う ち 上 部 枠 体 を 外 し て 挿 入
口 を 形 成 し た 後 、 当 該 挿 入 口 か ら 情 報 媒 体 を 挿 入 す る 。 こ こ で 、 挿 入 の 際 、 左 右 の 枠 体 に
は ガ イ ド 溝 が 挿 入 方 向 に 形 成 さ れ て お り 、 情 報 媒 体 は こ の ガ イ ド 溝 中 に 介 在 し つ つ 下 方 ま
で 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 完 全 に 挿 入 さ れ た 後 、 再 び 上 部 枠 体 を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 物
品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 裏 面 に 情 報 媒 体 が 設 置 さ れ る 。 尚 、 情 報 媒 体 固 定 手 段 ４ ４ は 、 情 報 媒 体
の 固 定 機 能 を 奏 す る 限 り ど の よ う な も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 裏
面 に 情 報 媒 体 が ネ ジ 止 め で 固 定 可 能 と な る よ う に 構 成 し た り （ 図 ９ 参 照 ） 、 情 報 媒 体 の 裏
面 に 粘 着 層 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 当 該 粘 着 層 が 接 着 可 能 な 加 工 を 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の
裏 面 に 施 し た り そ の よ う な 材 質 を 選 定 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 物 品 搭 載
用 蓋 ４ ０ の 裏 面 に 情 報 媒 体 が 存 在 す る の で 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ が 閉 状 態 に あ る と き は 、 前
述 の よ う に 、 当 該 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 上 面 を 物 置 台 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き （ 図 ６ 参
照 ） 、 他 方 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ が 開 状 態 に あ る と き に は 、 当 該 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 裏 面 を
情 報 媒 体 （ 例 え ば 広 告 掲 示 板 ） の 提 供 媒 体 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 便 器 本 体 １ ０ へ の 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 取 り 付 け 機 構 に つ い て 詳 述 す る 。 前 述 し た
よ う に 、 当 該 枢 着 部 は 、 便 器 本 体 １ ０ 上 部 後 端 部 に 立 設 し た 枢 支 部 と 、 枢 軸 で 回 動 自 在 に
枢 着 さ れ て い る 。 よ り 詳 細 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 後 端 部 略 中 央 に
当 該 蓋 と 一 体 成 形 的 に 設 け ら れ た （ 当 該 蓋 に 固 定 手 段 を 介 し て 固 定 さ れ た ） 枢 着 部 （ 左 右
の 二 部 材 か ら 構 成 ） を 、 便 器 本 体 １ ０ 上 部 後 端 部 に 立 設 さ れ た 枢 支 部 （ 左 右 の 二 部 材 か ら
構 成 ） の 外 側 に 配 す る 。 こ の 際 、 当 該 枢 着 部 と 当 該 枢 支 部 と は 、 接 触 状 態 に あ っ て も よ い
が 、 少 な く と も 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 回 動 自 在 性 を 担 保 さ れ る 程 度 の 接 触 状 態 で あ る 必 要 が
あ る 。 同 じ く 、 当 該 枢 着 部 と 当 該 枢 支 部 と は 、 非 接 触 状 態 に あ っ て も よ い が 、 当 該 枢 着 部
と 当 該 枢 支 部 と の 間 隔 が 余 り に 大 き い と 、 便 器 本 体 １ ０ に 取 り 付 け た 際 、 物 品 搭 載 用 蓋 ４
０ の ぐ ら つ き が 大 き く な り 好 ま し く な い 。 次 に 、 当 該 枢 着 部 と 当 該 枢 支 部 と に 設 け ら れ た
孔 を 相 互 に 整 合 さ せ た 後 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 枢 軸 を こ れ ら す べ て の 孔 （ 四 個 ） を 貫 通 さ
せ る よ う に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 当 該 枢 軸 が 外 れ な い よ う に 反 対 側 で 脱 離 防 止 部 材 （ 例 え ば
ワ ッ シ ャ ー を 介 し て の ネ ジ 止 め ） を 施 し 、 取 り 付 け が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 本 最 良 形 態 の 取 り 付 け 機 構 は 、 脱 離 防 止 部 材 が ネ ジ 止 め で あ り 、 当 該 ネ ジ を 外 す こ
と に よ り 便 器 本 体 か ら 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ を 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 本 明 細 書 に い う 「
着 脱 可 能 な タ イ プ 」 に 相 当 す る 。 但 し 、 例 え ば 枢 軸 を す べ て の 孔 に 貫 通 さ せ た 後 、 溶 接 等
に よ り 当 該 枢 軸 が 外 れ な い よ う に し た り 、 或 い は 、 脱 離 防 止 部 材 を 施 し た 後 に そ の 外 側 に
着 脱 不 能 な カ バ ー を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 本 明 細 書 に い う 「 固 定 的 な タ イ プ 」 と し て も
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よ い 。 尚 、 「 着 脱 可 能 な タ イ プ 」 と し て 、 よ り 着 脱 が 容 易 な 変 更 例 を 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に
示 す 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ は 、 後 端 部 に 脱 着 式 の 取 り 付 け 機 構 を 有
す る 。 こ こ で 、 当 該 取 り 付 け 機 構 は 、 上 部 を 支 点 と し て 左 方 向 （ 図 １ ０ に お け る 左 方 向 ）
に 移 動 可 能 な 部 材 と 、 同 じ く 上 部 を 支 点 と し て 右 方 向 （ 図 １ ０ に お け る 右 方 向 ） に 移 動 可
能 な 部 材 と 、 こ れ ら 二 つ の 部 材 を 内 側 に 付 勢 す る 図 示 し な い 付 勢 手 段 （ 例 え ば バ ネ ） と か
ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 取 り 付 け 時 に は 、 こ れ ら 部 材 を 左 右 方 向 に 広 げ 、 便 器 側 の 取
り 付 け 部 に 係 合 さ せ る （ 取 り 外 し 時 に は 逆 の 操 作 を 行 う ） 。 尚 、 前 記 付 勢 手 段 が 存 在 し て
い な く と も 、 取 り 付 け た 際 に 当 該 取 り 付 け 状 態 を 維 持 で き る 場 合 （ 例 え ば 、 移 動 可 能 部 材
が 当 該 部 材 を 支 持 し て い る 部 材 と の 摩 擦 力 に よ り 当 該 位 置 を 維 持 で き る 場 合 ） に は 、 当 該
付 勢 手 段 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 上 述 し た よ う に 、 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 は 、 上 記 最 良 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 各 種 変 更 態 様 を も 包 含 す る 。 例 え ば 、 本 最 良 形 態 で は 、 便 座 ２ ０ 、 便 蓋 ３ ０ 及 び 物
品 搭 載 用 蓋 ４ ０ は 、 同 一 の 枢 支 部 に 設 け た 枢 軸 を 介 し て 回 動 自 在 に 枢 着 さ れ る よ う 構 成 し
て い た が 、 夫 々 （ 一 部 ） が 別 々 の 枢 支 部 に 設 け た 枢 軸 を 介 し て 回 動 自 在 に 枢 着 さ れ る よ う
に 構 成 し て も よ い 。 更 に は 、 本 最 良 形 態 で の 物 品 搭 載 用 蓋 ４ ０ の 開 閉 は 手 動 で 行 っ て い る
が 、 モ ー タ ー 等 の 駆 動 手 段 を 用 い る こ と に よ り 、 例 え ば 使 用 者 の ボ タ ン 操 作 に 応 じ 、 自 動
で 開 閉 が 実 行 さ れ る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 凹 面 状 の 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 波 状 の 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 平 面 状 部 分 と 凹 面 状 部 分 の 組 み 合 わ せ に か か る
形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 物 品 搭 載 用 蓋 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 考 案 の 最 良 形 態 に 係 る 物 品 搭 載 用 蓋 を 備 え た 洋 式 便 器 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 　 洋 式 便 器
１ ０ 　 便 器 本 体
２ ０ 　 便 座
３ ０ 　 便 蓋
４ ０ 　 物 品 搭 載 用 蓋
４ ２ 　 物 品 落 下 防 止 手 段
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４ ４ 　 情 報 媒 体 固 定 手 段

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 8日 (2007.6.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 蓋 及 び 便 座 を 有 す る 洋 式 便 器 に 取 り 付 け る た め の 物 品 搭 載 用 蓋 で あ っ て 、 前 記 便 蓋 上
に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け 可 能 な 、 平 面 状 、 凹 面 状 若 し く は 波 状 又 は こ れ ら の 組
み 合 わ せ に 係 る 形 状 を そ の 表 面 に 有 す る 、 物 置 台 と し て の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 の 物 品 搭 載 面 の 外 縁 に 突 起 部 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ３ 】
　 情 報 媒 体 を 固 定 可 能 な 枠 体 を 裏 面 側 に 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 洋 式 便 器 に 対 し て 着 脱 可 能 な タ イ プ 又 は 固 定 的 な タ イ プ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載 用 蓋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 便 蓋 及 び 便 座 を 有 す る 洋 式 便 器 に お い て 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の 物 品 搭 載
用 蓋 を 、 前 記 便 蓋 上 に 開 閉 可 能 に 備 え た 洋 式 便 器 。
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